
は植物檀巳ょっτ覗牧ぎれた空棄が築養生畏並
にその稗:度に慮じて生.T-る穀協へ配分される撞

維な生理的機能l二起因するのではないかさ推測

する。

縫って蛋白質含量，の高い小委位争よめ多〈生

産する露には小奈の，牛.育初期l二於ける重量宵~促

準せしめ、更に伸長期並に成熟期じ於て窪棄の

欽乏~生ぜしめない様充分な賓棄や供給するさ

市時に叉その施用方法t二於ても植物慢の吸牧利

用能率に膳じτ出来るt:け多くの窒棄を吸牧せ， 
しめるひさが必曹(?あろう q そうすれば成熟後

期巳於.~穀粒へ移縛される窒棄も多くなり、従

って苧白質声量も多くなるであろう。 .

6.摘要
'(1)温和にして漁潤多雨な策象傑件下に於て

肥料3要素量さ小話匹敵の蛋白質含量三の聞係争

調査した。

(2)肥料3要素中空素が此の形質に著しい影

響を及陪L、無窒素直の小差F粒が蛋白質含量最
も高しその施用量~増せば、或・ぁ再度までは

反って蛋白質の量を漸夫演少せしめ.るが、それ

以主は逆に此の含量を増加せしめた。

(3)燐酸は蛋白質形成を抑制する作川がある

ようである。

(4)加塁の作用は明らかでなかっ允。

〈めよって蛋白質含量の高い小多粒ぞ多〈生

産する需には小夢の生育初期より成熟期そ通じ

て充分な管素の供給が必要であるd

本研究は文部省科畢航究費による業績のー郁である

ままK歯車んで感甜の濯を表する。
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大多品種の分類さ地理的分布

に関する研究第9報

芭の襲異ー 1

高橋

1.緒 雷栽由大多でゆでや h∞d等の外
頴附蝿器官i二闘し著しい多様性がみちれる。そ

れらの轡異は1.側列或は主・側列IJ~穂φせの

有無 2.での長短 3.t:質の柔剛 4. t:の鋸
歯の有無及び多少、 5.種々の色素の有無、温淡

隆 卒

6.正常形のせ及び三叉で (h∞d)等じ大加され
る。而して、その各々の中iこも夏じ種々の聾異

があり、夫々濁自の、或は他の形質さも閥速や

もつ遺徳子或は遺:fe.子群に支配されるさ共に、

外部環境にもかなり影響されるこさが知られて

(.~寓究集384陸自廃 2. 7'-80 19晶9) -87-



いる9本報でほ側列歳ほ主・棚列小穂i予於ける
での有無、長短なる形質の費異、遺体、分類並

びに地車的分布の問題について遁バろ。

2.側顎U:&ひ宝到に於ける芭の有無亙ぴ
畏短の変異、分類Eび温情 六僚大葬では
倒せは主列せよめ笹かに短いが、通常その差は

僅少である引所が我国で牢せ、学坊主、坊主或

は無でさいった名穏で曙ばれている 1群の六傑

火事tこは主列をに撃す:r..，τ倒せが正常形のものよ
り更に僅かながら短いものから醐昔の完査にな

ρものまでその聞若干の階紐があり、叉、側列

無'e型の中でも主~Jf=の長さに闘し長でから完

全無でまでこれますこ若干の段階がある。今便宜

上慨にこれちゃ側列短せ型、側列無せ型及び

主・側列無'e型013つに分つ..この種の大奈は
正常eの六僚に比じ側列肢が主列位よ力可なt匂
小形であっτ、この意味ては六角や四角大多き
こ保さの中聞であるが、側列位の稔性は殆r完
全で明かに六僚に嵐するものである。

きで、 Komicke(1885， 1908)ははじめて.

fatermedium Kck~ なる費種群会設け、これ~多

候麗 H.palJstichum Doll.の下に入れた.この

鮮は‘側列小臆も全部穂性で、側列'e;.e快~"さ
定義されτおり、この詑臓に従えぽ、明かに上
記の側列無せ型がこれに該嘗£る。併し氏がこ

れじ蹄属させた費糧の大部分はこf保さ六傑さの
雑種姓で未聞定、しかも側列花は多少さも不稔

牲令示すものであった~ Carleton (1916)はこの

Wermedium Kcke. ~六僚から樹立t..t:. l 群さ

l..:'t'分類，した.併u;;，二傑さ六保さの雑種中間

型 (hybridb副eのであるこさ芝、側列完全稔
賓性さは本来柄立じ得ない性質である錫叉、そ

の後二、六億中間型の異った種類の存するニさ

が確認された属、 intermediwn群の分類は多く

の問題を生じ、その定義も屡々費草された。

現在までに intermediumにふ〈められた種類

宅並大別するさ次の如〈である。

第1群六僚側列無'e型、..…側列小憶は中央

列に比し可なり小さいが完全誌性で

ある。 Komicke(1885)の記載通り

のもので本報で取扱ラ大皇族の1部が

これt二該賞する。

第2群ニ・六候雑種中問、未岡定型・・…常

に二保及び六僚を析出する、候性司監

梅子のへテロ (Vv)により生じる形

で、 Komicke(1885， 1切りの観察記

述したものはこれさ次の群S)，谷混じ

たものであろう。

第3群 ニ・六保中間同定型・・・これには側列

花の稔性の韓民によ匂 2型が頁に匝

分されている。側列小穂無T士、その
稔倒ま二僚さ六保さの中間oHarl岨

及び.Hayes (1920)' Ikeno (1925) 

、 Le価低d(1942) により見出され・
Leonardじよれば第4連側干に属す

るIb，J(i)なる複封潰徳子治?二傑性'

司fU息子vvさ共存するさき現われる.
栽倍型さして賓在せるや不明。

第4群 irregular型..-....中央剤ほ聡性である

が.側列では退化しτ底刺のみさな
ったものが不規則応、稔貰夜、l 不稔

花或は花患のない花さ共に 1穂中じl

分布する。アぜシニア産。

この中第4群はOrlov(1929， 1936)及び劫略

(1940)により、他の群さー緒ζしてilltermediu，m

、さされτいたが‘OrJov(1936)はこれが従来の
intermedium Kcke S異る事ぞ指摘し Aberg及び

Wiebe C1945)は H.irregulare t~ る新種さ Lて
こaれ~記載磐足並したョ併しof;，の他の 3群殊に、

第1，第3群の畑れぞ intermediwn'Sすベ舎かは.

Karmicke.以来の問題で‘ Wiggans(1921)は第1

・巻、Orlov(1931)は:f'ornickeの記載した2，3群

も遺徳製者は第3を夫々 intermeruumKcke S 

考えているようであるd最近A凶，rg等は第I群令

六候誼の亜種H.'YUlgere L. súb~. intermedium 

ざしで残t" Kornicke(1885)の記載した.il:!種-i>.

H. vuJgぽeL. V81'. intermediUlll Kckeなる 1費

種さずる。なお、第2群は軍に中間的なものさ

Lτ問題外ミするこさや提唱らでいる司併しこ
れでもなお若干陶簡があるようじ恩われる司

側列無官形質は Ikeno< 1917，24) Glinyauy 
(1937)及び Leonard(1942) に主り 1~惇

子により支配される事が明かにされたd叉、

三宅、今井(1922)は側列官長じは 1;i'， iなる

複封建健子が剛奥し" II は側列録音、 ì'i~ は側

列姐で、訟は正常でさなるさい号。占方、主剤

の無で性も H監健子によ句決定される3さが
Engledow (1921，24) P・lk(1923)， Huber (1929) 

，，.8) -38-



Kuc¥uc'(( 1.，9釦1).TavC'町(1989)， Roberteo;Jぐ1944)

により報告されているoM&yll't0942)は完全無

菅位が2遺修子じより玄配される例を記しτい
るq併巴乍ら側列及d主賓IJので長の獲異はさき
にのべ?こ如く甚だ多様であるq これA二ついτ最
近赤旗(1947)は虞汎且詳細に法偏及びその遁4恵
子の量的支配慣やも研究した9 この結果による

さ、大多の側列せ長は i.11 J! J. J.なる不完全

優性の複針遺惇子(1 は正常型〉に主ざしτ支
配され、この遺惇子は同時に主列のせ長にも糊

典する。即ち、正常で型の外に、主列'e長、{目。

到せの有無長短の聞係から4種の基本型が国分

され、それらは並渦性遺憾子 Hh(UZUZ)で長

溜惇子 Aa(Lkl旬、総長越健子 Ee(Ll)によ

り各々夏に8群に分たれる。その外町.Nl， l¥I 

なる獲夏法修子も主・側列で長に嗣~する事..æ­

暗めたJ 1複警守系的主列及側列苦長に撃すする支

配慣は次の知〈である。〈但しCAAEEHHl¥JM 

ミ共存する損合J r 

獅子型|主列さ.司側列を長

IJ IJ I -0，:16盛土0.4"I '-11.61'土0.9叫
h h I -1.91'Jま0.133I -12.892土O.22~

la h I ":"'.636土O.富88I -11.630 
1414 I -13噌230土0.326IーllJ.07'i:t;0.'80

この結果はE複針系が車場で或はその他のせ

長に閥奥する法体子三共に作用しτ、正常の長
せ型より側でが齢、じ短いものから主・側ダl助

ど弱震でに至るまでの種々呉った韓民の主列及び

側列苦の短縮必もたらすこさや明かじするさ恭

"二、一見同じような表現型も屡々鼻った遺憾的

構成により生じる与を示しτいる。
L州側〈刷2)は側列世鑑惇子Lfi{さ様性遁

徳子 VvS tJ~ 1連鎖群に属すこ15及び側列'E抑

制法修子はこ候性t二は作用せ歩p六傭性t二針し
τのみ作用-i'酷遇する(wlrlr)事-i'明かにした.
又三宅及今井 (19担)，及びBoS6等〈却37)も隔

地悼子ば完全連鎖するさ、のべτいる。一方、主
剤苦の有無さ候性ZEの連鎖t二ついτ、Engledow
く1921，24) lf<.ぴ Robertson等 (1944)は完全
威はほ♂完全な連舗のあるこさ令見出したが.

KucklJ.ck (1930)は 9.ti7%，T&vc.ar (長尾、高

橋による}は 18.3s.官、又 E油咽Eく1981)は欄生

花形成令抑制'tる遺:-ti子させ抑制遁俸子さの聞

に14.03%の組挽慣を計算している。

此等の結巣は、側t:及び主列で抑制建徳子"iJ~

第 1 漣鋪群に属するこ~~明示している。而し
τ、Bobertsot;l等 (1944)は凶nardの持議そ
も綜合ゐそi)j祖換慣から主側せ及び側せに針す

る爾抑制温偏子が複射的であるさ推測している

が、この点に於て赤雄の得ずニ結果さ一致するも

のであるa

以上φ池傭穆的研究結J裂から側列無r:型は勿
論、側銅版昔、及び主側側主i'E等の種々の費異

が1温4息子座に座位する lr(=1)複撃す系の輩濁
の或は他の遁:1i子さの共同の作用に蹄されるこ

さ令知った。而しτ形態的l二見でも、側列頓智.
'(!-;:側列無昔、或は又、主側列無で tこれは栽
培保件i二より屡々宜列に短苦令生歩〉さ主列の

み極短t!のものさの閉じ大きな分類的匝分-a>設

りるこさは困難である白律って、側列無=e型令
倒列短せ型、主側列車震で型15別群させ歩これら

令同ーの群ZE見倣すべきものさ考える。

a.地理的分布 b臼 14th岨 (1940)は北印度
. AlmOl'a産の側勾無せ大多~P8elld，叩紬edi~な

る新通種乏しτ記載している。これは事典では
傍j到が字誌性の嫌であるが、賞地で栽培した結

果では側列は完全に稔賞する。なお、氏はその

西方・ Tt!hl'i 地;方で側支Ij短で型~見出しτいる。

そしτ、これより西方じはかかる種類は全〈見
られなわ事令報告しτいるQZb.ukovaky (1928) 
はトルコの qlici凪地方で完全無=et.e麓見した
が、これは日本から来たものであ・ろうミ蓮べτ
いる白 Abt'rg(19:4りは東部チペットに於τ、六
倍野生種、 H. agriocrltho回 var.dawoen8e E. 

Abergを見出したが、これは、2側列短=e型であ
るo3(栽培種乏して cc町刷出OrlA.e他4種の側列

無官及び側タlJ紐'E禄姿聾種を僅かの試料中から

見出したこさは註目じ値する。著者は中国の江

西省九江さ湘北省武昌三の中間地域並び巳湖南

省、新捕附近で凶角完全線苦庇重f.(J'ar. tons阻

Kcke) "&ぴ主刈極鍾官側列無官の庇~が若子宛

栽培されτいるのや見た。併しJ江南7ft..ぴ京尚
治織の他の地域ではかかる種類はみられなかっ

た。併じ、四川省じもこの種の大多があるよう

である (AOerg及び Wiebe1946)，揃州の太'Jf

iニはこの群j二属するものはない。

- 39- (79) 



朝鮮にはこの種の大多が可な匂庚〈栽培され

τいゐ。並性符穂型で主賓I民せ、側安tl極短ぜ乃
至無でのもの振も多く(55試料入主列短で側列

無曹のものも若干 (8試料〉見られた。その殆

ど凡てが反多で、線型~Iま唯 1 試料にすぎ歩、此

，;は何れも白色粒及び青色粒の2種類同分たれ

る。その分布地域は，中部及び南部副幹に限られ

τいる。
著者の保有する日本産の側列短-r;及び無で品

種は第 1去の却〈で、皮棟、並渦、穂の疎続、 -

位色〈白、 7母、紫〉艇棉噌;の諸形質についτ分
化しτいるのみならす、主列さ側列のせの長短
布無等にも差.te有し、外観的にみても16の種類
が匝別されるョ赤離はこの外に側でのみ僅かに

短いちのや疎穂の主側列無官保安等種々の費異

ìi'&eしτぉ句、中尾は也hunge~se ぞこの外l戸見

出している。それらの多.<怯作来種さしτ我固
め中部市部地域じ存するものであるが、奨脚l品

種さしτ可な匂の耕地面積を占めている品種も
若干あるコ裸多よわ皮穿じこの粧費異か多少多

い傾向があfoo
島上i二於布、側刻短~)~至無官型大豪、f!p ち

r 頓謝櫨1i子，の1ü1~する諸型は北印度'l't!hri 地

方から以来、チバずト、善事中、制鮮2えぴ日本の

第 1表 日本産の側列嵐官~ぴ鋳-r;

大型Fの諸ー型， 
I I を

皮裸並渦性職 | 
| 主列側

並f金 届来 長 短ーナV 白，~守 2 

)f 草野 It " 1/11 6 
" " 中 " f/ " 8 
F !， 短 ナ ':-' 白 。“ 

JStj毎 . 
1" nγ ナV 11 白 1 

自属性 疎 中 " 白"号 6 

" 11 画監怨 " 自 11 
" 司E !I '! 自 i 

掴|;li
長

五ド" ， 中短
線援をほ続ね90mm以上、中さは60mm内外J短苦

は~(，-4.0mm 極短をは10mm 内外とす. (中央

悔の，J、穫のをにヲいて，)

中南都に分布し、それtl外の地域に惇見られな、
いこさ.te知ったo'yavHov (1925)・は側列無でや
完全無での種類が東liiアジアのグν中心令特徴

づける形質であるこさを最・初に指摘し、その後

Freisle蜘ill.や中尾じよめこれが確諒された炉

著拳の調査結呆もこれさ、同様であった=倫中

園、朝鮮及び日本iこ於ては皮穿が練芽よりも .

$ <f?此凋種の必異や含んでいるこ包が見6れ
すこー

4...L..考 察本報に取扱った1群の大奈は
側列短昔、侭j列無ぜ及び主側賓1J1j!Ct:に分けうる

が、じかし此等三者仕概Lて形態的にiも漣績的
で明瞭な匝分を設りるこさはできない。而し

て・此等はIr議針遺悼刊を主さしτ胸奥する
もゐであ句、嘗~1つの群さして取扱わるべき
こさはさきιのべt!oなお、こ砂1若干は印度以
来のJR回地面のみに分布才色こさや確認したー
さて、 Aberg及び、VItebe(:945) は Kï~nicke の

定義&生かし、側刈豊島'E完全穂性の*Nf.J.伝六健
太穿の亜種乏しτH.vuJga.re C. 8ubsp. inter-
medu加さするこさ.te提唱した。これは明かじ
六様であり、そしてその地理的分布が限られて

いるこさ会確認する点に於τ意味あるこささ思
われる。併し、軍l二側列無苦型のみでなく、側

列短1::及び主側列車U:・型~ちこの中に含ませる

こさが遺:1ii.的&.ぴ形態的制係から推して遁嘗さ

思わかる。なお二‘六俊中間固定型(Ha.rlan疋

ぴ Ha.yes1920その他3は遺憾的にはこ保三六
僚さの合成型で濁立した:1群々なすものさいえ

る。

我えは種骨の;研究の結呆.æ-綜合してここ.~ニ lr

遺憾子座に於ける若干の突然襲異が東亜さいう

特定め地域内に於τだけ起うたニ~.æ-知bたが
これは韮T字財ηわるーがおこの地域内で見出
された六保野生大安の1謹種 H.略riocrithou

var.品川euseE. Abergがこの種の遺徳的童書異

-rr含んでいる ζさは注目すべきで、栽培型に於

りる同種類の麹具の走島原t二二れが多少さも闘連
あるこ ~.te思わしめる。

本研究は文総省科苧獄除Fキ費に主る銚績のー婦で
ある。 ζ .lo，~援助を拠どられた館周に感能する。
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